
楷か
い

書し
ょ

で
名
前
を
書
こ
う

行
書
で
名
前
を
書
こ
う

楷
書
か
行
書
で
名
前
を
書
こ
う

書写ブック
1·2·3年

別 

冊

一
年 

組

二
年 

組

三
年 

組

こ
こ
か
ら

取
り
外
し
て

使
い
ま
し
ょ
う
。

３年間の目標

３年間の学習を振
ふ

り返って
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① 

横
画

② 

縦
画

③ 

折
れ

④ 

点

⑤ 

右
上
払は
ら

い

⑥ 
左
払
い

⑦ 

右
払
い

⑧ 

曲
が
り

⑨ 

反
り

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

漢
字
の
筆
使
い

● 

画
が
接
す
る
と
こ
ろ
が
、
離は
な

れ
る
。

● 

縦
画
の
終
筆
が
「
は
ね
」
に
な
る
。

● 

筆
順
や
形
が
変
わ
る
。

漢字を構成する点画の種類と、その筆使いを確かめて書いた。

速
く
書
く
場
合
に
は
、

こ
の
よ
う
な
書
き
方
を

し
て
も
い
い
ん
だ
ね
。

「漢字の筆使い」 「字形の整え方」
本編 40-43ページ 本編 36ページ

［ 

速
く
書
く
と
き 

］

振
ふ

り返ろう

教
科
書 

（
本
編
）

書
写
ブ
ッ
ク

書
写
学
習
の
目
的
は
、
文
字
の
整
え
方
を
学
び
、
日
常
に
生
か
す
こ
と
で
す
。

毛
筆
で
学
ん
だ
こ
と
を
硬こ
う

筆ひ
つ

に
生
か
し
、

繰く

り
返
し
学
ぶ
こ
と
で
「
書
く
力
」
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

［
書
写
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
よ
う
］

文
字
の
整
え
方
の

原
理
・
原
則
を
学
ぼ
う
。

［ 

学
習
の
流
れ 

］

毛
筆
で
の
学
び
を

硬
筆
に
生
か
そ
う
。

書
写
ブ
ッ
ク
は
、
教
科
書
か
ら
取
り

外
せ
る
別
冊
仕
様
で
す
。
教
科
書
と

併あ
わ

せ
て
活
用
し
た
り
、
他
教
科
の
学

習
で
活
用
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

［ 

目
次 

］

漢
字
の
筆
使
い  

 

3

筆
順
／
外
形
と
中
心  

 

4

点
画
の
組
み
立
て
方  

 

6

部
分
の
組
み
立
て
方  

 

7

言
葉
を
書
こ
う
１  

 

8

１
年
生

２
年
生

点
画
の
省
略  

 

14

筆
順
の
変
化  

 

16

言
葉
を
書
こ
う
２  

 

18

［
行
書
］

３
年
生

書
写
テ
ス
ト
に
挑ち
ょ
う

戦せ
ん

し
よ
う  

 

20

言
葉
を
書
こ
う
３  

 

22

２
〜
３
年
生

都
道
府
県
名
を
練
習
し
よ
う  

 

24

年
賀
状
を
書
こ
う  

 

26

１
年
生

点
画
の
変
化  

 

10

点
画
の
連
続  

 

12

学
習
し
た
こ
と
を

生
か
し
て

語
句
を
書
こ
う
。

［
行ぎ

ょ
う

書し
ょ

］

［
楷か
い

書し
ょ

］

振ふ

り
返
ろ
う
。

文字を書いて
定着させよう。

原
理
・
原
則
を
確か
く

認に
ん

し
よ
う
。

書写ブック
紙面データ
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外形

上から下へ

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

外形 左から右へ外側から内側へ突
つ

き抜
ぬ

ける画は最後

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

中心

２
年
生

３
年
生

１
年
生筆

順
外
形
と
中
心

間ま

違ち
が

え
や
す
い
筆
順

1

1111

1

22

2

2

53
3

3
3

3
3 7

54
4

6

4
5

4

4 5 56

6

67
7 8

9

1
2
3
4
5
6

7
234

2
2

2

2

4 5

2

3 4
5
6
7

1

1
11 1

2

1
1
2
3
4

1
2

3
4 1

2

3

5
6

8
7

1 12
3

5
4

1
2
3

2 31
2

6

7
3
4
5

2
4

3

文字の中心を意識して
書くと、字形が整う。

整
っ
て
見
え
る
形
が

あ
る
ん
だ
ね
。

筆順に気をつけて書いた。文字の外形や中心に気をつけて書いた。

「字形の整え方」
本編 36ページ

振
ふ

り返ろう振
ふ

り返ろう

4
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２
年
生

３
年
生

１
年
生点画の方向画の長さ点や画の間左右 画の接し方上下内外

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

「字形の整え方」
本編 36ページ

点
画
の
組
み
立
て
方

1

12
2

文字によって、上下の部分の
高さや位置の関係が異なる。

「にょう」の「右
払
はら

い」が中の部分
より右に出るよう
に書く。

中の部分を小さめ
に書き、「かまえ」
の中にゆったりと
収める。

中の部分を、文字
の中心より少し右
に寄せる。

文字によって、左右の部分
の幅

はば

や位置の関係が異なる。

へ
ん
・
つ
く
り

か
ん
む
り
・
あ
し

た
れ

か
ま
え

に
ょ
う

「横画」が幾
いく

つか並ぶとき
は、一画だけ長く書く。

同じ点画でも、文字によっ
て方向や角度が異なる。

部
分
の
組
み
立
て
方

部分の組み立て方を

意識して書いた。

点画の組み立て方を

意識して書いた。

点や画の間は、同じくらい
空ける。

筆順によって、画の接し方
が異なる。

振り返ろう

振
ふ

り返ろう
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２
年
生

３
年
生

１
年
生言

葉
を
書
こ
う 

１

防
災
か
る
た

「
竹た

け

取と
り

物
語
」

お
き
な

悲
し
い

う
れ
し
い

怒お
こ

る

楽
し
い

お
ぼ

（「
ひ
ょ
う
ご
『
学
ぼ
う
災
』
か
る
た
」
よ
り
）

これまでに学習したことを生かして、言葉を書いた。

心
情
を
表
す
言
葉

国 語

そ

「季節のしおり①」
本編 62-63ページ

お
ど

は

ご
ろ
も

う

き
ぬ

振
ふ

り返ろう
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右払
はら

い縦画横画点 左払い左払い・曲がり

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

10

２
年
生

３
年
生

１
年
生点

画
の
変
化

楷
かい

書
しょ

行書

点
画
の
変
化
を
理
解
し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

部
分
を
な
ぞ
ろ
う

刈か

る
介か
い

次
の
漢
字
の
画
数
は
、
○
画
だ
。

︵
オ
ウ
）

︵
ト
ツ
）

答え５画

５画（）

（）

文字のなぞとき

五
画
？

六
画
？

点画の変化を理解して、行書で書いた。

「点画の変化」
本編 54-57ページ

振
ふ

り返ろう
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点から 横画から左払
はら

いから

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

縦画から折れから

12

２
年
生

３
年
生

１
年
生点

画
の
連
続

楷
かい

書
しょ

行書

（点画が直接つながる） （筆脈が実線になる） （点画が直接つながる） （点画が直接つながる） （点画が直接つながる）（点画が直接つながる） （筆脈が実線になる） （筆脈が実線になる）

点画の連続を理解して、行書で書いた。

部
分
を
な
ぞ
ろ
う

「点画の連続」

振
ふ

り返ろう

本編 58-61ページ
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あめかんむりきへん のぎへんれっか/れんが ごんべんもん/もんがまえ

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

２
年
生

３
年
生

１
年
生

14

点
画
の
省
略

四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

楷
かい

書
しょ

行書

部
分
を
な
ぞ
ろ
う

雷ら
い需じ

ゅ

要

①
の
ん
び
り
と
自
由
な
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
。

③
話
や
考
え
の
筋
道
が
整
っ
て
い
る
様
子
。

②
非
常
に
短
い
時
間
。
素す

早ば
や

い
行
動
の
た
と
え
。

④
世
の
中
が
開
け
る
こ
と
。

点画の省略を理解して、行書で書いた。

「点画の省略」
本編 66-69ページ

点
画
の
省
略
を
理
解
し
て
、
部
分
別
に
行
書
で
書
こ
う
。

振
ふ

り返ろう

11 33
22 44
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いとへんくさかんむりみみへんしめすへん/ころもへん

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

２
年
生

３
年
生

１
年
生

16

筆
順
の
変
化

（
在あ

り

原わ
ら 

業な
り

平ひ
ら

の
和
歌
よ
り
）

の

部
分
を
な
ぞ
ろ
う

楷
かい

書
しょ

行書

次
の
和
歌
を
行
書
で
書
こ
う
。

い

か
み

た
つ

た

く
れ
な
ゐ

よ

か
げ

文字のなぞとき

①
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
と

　 

組
み
合
わ
せ
る
と
二
字
熟
語
に

　 

な
る
漢
字
を
行
書
で
答
え
よ
。

②
次
の
式
で
で
き
る
二
字
熟
語
を

行
書
で
答
え
よ
。

答え①②

わ
か
る
か
な
？

筆順の変化を理解して、行書で書いた。

「筆順の変化」
本編 70-73ページ

筆
順
の
変
化
を
理
解
し
て
、
部
分
別
に
行
書
で
書
こ
う
。

も

振
ふ

り返ろう

（
藤ふ

じ

原わ
ら 

顕あ
き

輔す
け

の
和
歌
よ
り
）

の

聴ち
ょ
う被ひ

（右手で書く人）

22
11

33 33 55

66
33

22 2222

22 22

22
44 44 44

44

55
55

11 11 11
1111 11

33

33
33

44
44

55
666655

33
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いとへんくさかんむりみみへんしめすへん/ころもへん

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

２
年
生

３
年
生

１
年
生

16

筆
順
の
変
化

（
在あ

り

原わ
ら 

業な
り

平ひ
ら

の
和
歌
よ
り
）

の

部
分
を
な
ぞ
ろ
う

楷
かい

書
しょ

行書

次
の
和
歌
を
行
書
で
書
こ
う
。

い

か
み

た
つ

た

く
れ
な
ゐ

よ

か
げ

文字のなぞとき

①
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
と

　 

組
み
合
わ
せ
る
と
二
字
熟
語
に

　 

な
る
漢
字
を
行
書
で
答
え
よ
。

②
次
の
式
で
で
き
る
二
字
熟
語
を

行
書
で
答
え
よ
。

答え①②

わ
か
る
か
な
？

筆順の変化を理解して、行書で書いた。

「筆順の変化」
本編 70-73ページ

筆
順
の
変
化
を
理
解
し
て
、
部
分
別
に
行
書
で
書
こ
う
。

も

振
ふ

り返ろう

（
藤ふ

じ

原わ
ら 

顕あ
き

輔す
け

の
和
歌
よ
り
）

の

聴ち
ょ
う被ひ

（左手で書く人）

22
11

33 33 55

66
33

22 2222

22 22

22
44 44 44

44

55
55

11 11 11
1111 11

33

33
33

44
44

55
666655

33
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社
会

数
学

国
語

優や
さ

し
い

強
い

２
年
生

３
年
生

１
年
生

18

言
葉
を
書
こ
う 

２

「
平
家
物
語
」

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

人
物
を
表
す
言
葉

学
習
や
日
常
に
生
か
す

ど

じ
ゃ

ぎ
ゃ
く

理
科

明
る
い

丁て
い

寧ね
い

・
謙け
ん

虚き
ょ

お
く

（「
扇お

う
ぎ

の
的
」
よ
り
）

これまでに学習したことを生かして、言葉を書いた。

国 語

「季節のしおり②」
本編 84-85ページ

び
ょ
う

（
太だ

宰ざ
い 

治お
さ
む

・
作
）

学
校

生
活

こ
し

か
ん

じ
ょ
う

振
ふ

り返ろう

こ

ひ
と

ふ
た
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２
年
生

３
年
生

１
年
生

20

書
写
テ
ス
ト
に
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

し
よ
う

②�

次
の
□
は
「
石
」
を
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
て
い
る
。�

�

○
で
囲
ん
だ
部
分
を
「
点
画
の
連
続
」
に
注
意
し
て
、�行
書
で
書
こ
う
。

④�

行
書
で
書
か
れ
た
次
の
漢
字
の
中
か
ら
、
楷
書
と
異
な
る
筆
順
で
書

か
れ
た
も
の
を
二
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

①�

次
の
三
つ
の
漢
字
に
共
通
し
て
い
る
行
書
の
「
点
画
の
変
化
」
は
何

か
、
ア
～
ウ
の
中
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
う
。

⑤�

行
書
で
書
か
れ
た
次
の
例
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、�

�

1
～
4
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
数
字
で
答
え
よ
う
。

ア
「
点
」
の
「
方
向
」
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

イ
「
右
払は
ら

い
」
の
終
筆
を
「
止
め
」
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。

ウ
「
縦
画
」
の
終
筆
を
「
は
ね
」
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。

1
㋐
は
、
点
画
を
連
続
し
て
書
い
て
い
る
。

2
㋑
は
、
点
画
を
省
略
し
て
書
い
て
い
る
。

3
㋒
は
、
筆
順
の
変
化
に
気
を
つ
け
て
書
い
て
い
る
。

4
㋓
は
、
点
画
を
直
線
的
に
書
い
て
い
る
。

ア

㋐

㋑

㋒

㋓

ウ

イエ

③�

「
杉す

ぎ

」
と
い
う
字
の
「
へ
ん
」
の
部
分
を
、�「
点
画
の
省
略
」
に
注
意

し
て
、
行
書
で
書
こ
う
。

⑦�

行
書
で
書
か
れ
た
次
の
漢
字
を
楷
書
で
書
い
た
場
合
、「
光
」
と
総
画

数
が
同
じ
に
な
る
も
の
を
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

⑪�

次
の
例
に
つ
い
て
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
整
え
れ
ば
読
み
や
す
く
な

る
だ
ろ
う
か
。
ア
～
エ
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

⑧�

平ひ
ら

仮が

名な

と
、
そ
の
元
に
な
っ
た
漢
字
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
、
記

号
で
答
え
よ
う
。

⑩�

次
の
漢
字
の
ア
と
イ
は
何
画
目
に
書
く
か
を
答
え
よ
う
。

⑨
次
の
点
画
の
名め

い

称し
ょ
う

を
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ア
右
払
い

イ
折
れ

ウ
反
り

エ
は
ね

オ
曲
が
り

ア
行
の
中
心
を
そ
ろ
え
る
。

イ
書
体
を
統
一
す
る
。

ウ
漢
字
は
大
き
く
、
仮
名
は
小
さ
め
に
書
く
。

エ
用
紙
の
上
下
左
右
に
余
白
を
取
る
。

①
イ

②

　
　

③�

④
イ
・
ウ

⑤
3

⑥⑦
エ

⑧
ウ

⑨�

1
（
イ
）　
2
（
オ
）�

�

3
（
ウ
）　
4
（
ア
）

⑩
ア�

四
画
目
　
イ�

六
画
目

⑪
ア
・
ウ

解
答

ア

13

24

画
目

画
目

ア

アイ

ア

イ

ウ

ウ

イ

エ

⑥�

次
の
漢
字
の
「
へ
ん
」
と
組
み
合
わ
せ
た
と
き
、
正
し
い
漢
字
に
な

る
も
の
を
　
　
　
か
ら
選
び
、
で
き
た
漢
字
を
楷
書
で
書
こ
う
。

交

主

火

兄

11

名前

イ

3年間で学習したことを確かめた。
振
ふ

り返ろう

本編�38-108ページ



23

２
年
生

３
年
生

１
年
生

22

言
葉
を
書
こ
う 

３

「
万ま
ん

葉よ
う

集
」

「
お
く
の
ほ
そ
道
」

生
活
・
文
化
に
関
す
る
言
葉

「
古こ

今き
ん

和
歌
集
」

「
新
古
今
和
歌
集
」

ね
こ

（
額ぬ

か

田た 

王
お
お
き
み

の
和
歌
よ
り
）

の

を

し
の

あ

こ

を

わ

や

ど

ふ

か

（
式し

ょ
く

子し

内
親
王
の
和
歌
よ
り
）

は
く

た
い

く
わ

か
く

ふ
ね

が
い

う

む
か

こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句

国 語

これまでに学習したことを

生かして、言葉を書いた。

「季節のしおり③」
本編 106-107ページ

（
松ま

つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

・
作
）

振
ふ

り返ろう

（
紀き

貫つ
ら

之ゆ
き

の
和
歌
よ
り
）

の

生
物
に
関
す
る
言
葉
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２
年
生

３
年
生

１
年
生都

道
府
県
名
を
練
習
し
よ
う

な
ぞ
ろ
う

書
こ
う

これまでに学習したことを生かして、都道府県名を書いた。

なぞろう

書こう

「都道府県行書一覧」
本編 113ページ

振
ふ

り返ろう

安
あ

芸
き

国
くに

　姫
ひめ

路
じの



27

迎げ
い

春

友
達
や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
に
年
賀
状
を
出
そ
う
。

郵 便 は が き

年 賀

これまでに学習したことを生かして、年賀状を書いた。

「名前の書き方」 「はがきの書き方」
本編 139ページ 本編 112ページ

２
年
生

３
年
生

１
年
生

26

年
賀
状
を
書
こ
う

横
浜は
ま

　相さ
が
み模
原は
ら

文
字
の
大
き
さ

相
手
の
名
前

大小

相
手
の
住
所

自
分
の
名
前

自
分
の
住
所

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
や
小
筆
で
な
ぞ
ろ
う
。

字
間
に
気
を
つ
け
て
、
な
ぞ
ろ
う
。

二
文
字
＋
二
文
字

二
文
字
＋
一
文
字

二
文
字
＋
三
文
字

三
文
字
＋
二
文
字

一
文
字
＋
三
文
字

振
ふ

り返ろう

年 賀




